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◎土砂災害防止施設の効果事例（平成30年７月西日本豪雨）

土砂災害から地域の暮らしを守る。
～土砂災害のリスクを低減し、

地域の安全・安心な暮らしを確保～

◎緊急的に実施した土砂災害対策

◆整備効果◆
平成30年7月の西日本豪雨で土砂災害により甚大な被害があった渓流、急傾斜地に

おいて、砂防堰堤、法枠などの砂防関係施設を整備したことにより地域の安全・安心
が確保され、住民の生活再建につながり、地域コミュニティを維持。

◆整備効果◆
砂防堰堤が土石流を捕捉し、下

流域の人家３８戸を保全。

◆整備効果◆
急傾斜地崩壊防止施設が、人家

３戸へのがけ崩れの直撃を防止し
人命を保護。
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